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第１回 杉並区立神明中学校校舎改築検討懇談会会議録（要旨） 

 

会 議 名 第１回杉並区立神明中学校校舎改築検討懇談会 

日 時 令和４年５月 10 日（火）午前 10 時 00 分～11 時 55 分 

場 所 神明中学校 体育館 

出 席 者  懇談会委員 25 名（欠席３名） 

傍 聴 者  ２名 

次 第 

１ 開会 

２ 教育委員会事務局学校整備担当部長挨拶 

３ 出席者・事務局紹介 

４ 進行役選任 

５ 神明中学校の特色について 

６ 神明中学校改築の概要について 

７ 懇談会ニュースの発行について 

８ 事務局からの連絡事項 

資 料 

資料１   杉並区立神明中学校校舎改築検討懇談会 委員名簿 

資料２   杉並区立神明中学校校舎改築検討懇談会運営要項 

資料３－１ 神明中学校 学校要覧 

資料３－２ 令和４年度 杉並区立神明中学校 学校経営方針 

資料４   神明中学校の改築について 

参考資料１ 杉並区立学校施設整備計画（第２次改築計画）（概要版） 

参考資料２ 杉並区立学校施設整備計画（第２次改築計画） 

参考資料３ 懇談会ニュース（中瀬中学校校舎改築） 

参考資料４ 杉並区教育ビジョン 2022（概要版） 

 

 

教育施設計画

推進担当係長 

 皆さん、おはようございます。定刻になりましたので、懇談会を始め

させていただきます。 

 本日は、お忙しい中、神明中学校校舎改築検討懇談会にご出席いただ

きまして、ありがとうございます。また、懇談会委員を快く引き受けて

くださいまして、誠にありがとうございます。ただいまから杉並区立神

明中学校校舎改築検討懇談会を開催いたします。 

私は教育委員会事務局学校整備課教育施設計画推進担当係長です。ど

うぞよろしくお願いいたします。進行役を選任させていただくまでの



‐2‐ 

間、会の進行のを務めさせていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 本日の懇談会ですが、２時間程度とさせていただきます。午後、授業

で体育館を使用いたしますので、進行につきましてご協力のほど、よろ

しくお願いします。 

 それでは、開会に先立ちまして、学校整備担当部長からご挨拶申し上

げます。 

学校整備担当

部長 

 皆さん、おはようございます。学校整備担当部長でございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 本日は連休後の大変お忙しい中、またコロナのほうもまだまだ収まっ

ているとは言えない中、多数お集まりいただきまして誠にありがとうご

ざいます。万全に感染対策を行わせていただいて、やらせていただいて

います。今日は少し暖かいのでこうやって体育館を開けてできますけれ

ども、季節によってはなかなか難しいところもございます。その辺はし

っかりと気を配りながらやってまいりたいと思いますので、ぜひよろし

くお願いいたします。 

さて、いよいよ神明中学校校舎改築検討懇談会が始まります。私も教

育委員会には長く席を置かせていただいてございますが、この神明中に

つきましては、具体的に申し上げませんが、様々な思いがございます。

この体育館も久しぶりにお邪魔して、入って、昔をちょっと思い出しま

すけれども、こうやって皆さんと新しい学校をつくる懇談会を開けるの

は大変光栄なことだなと思っているところでございます。 

杉並の学校改築の在り方というのは、このように地域の皆さんと懇談

会の場を設けまして様々なご意見を頂きながら、この会としての結論を

区にいただいて、それを最大限尊重して進めていくといった形式を取っ

てございます。 

私も着任以降、桃二小、高円寺学園、富士見丘小・中、杉二小、それ

から昨年度この懇談会での検討が終わりました中瀬中、様々な区立学校

の改築に関わらせていただき、いよいよ神明中というところまで参りま

した。 

この神明中の改築でございますが、今申し上げたような学校と少し違

うところがございます。昨年、杉並区は「みどり豊かな住まいのみやこ」

を旗印に、新しい基本構想を策定いたしました。また、教育委員会とし

ても「みんなの幸せを創る杉並の教育」ということで、新たに「教育ビ

ジョン 2022」を作成したところでございます。加えまして、今日の資料
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にもおつけしてございますが、学校整備の分野でも「学校施設整備計画」

を新たに改定いたしました。神明中学校の改築につきましては、これら

の方向性を皆さんと協議しながら、しっかりと検討を進めてまいりたい

と思っているところでございます。 

もちろん学校改築なわけですから、何よりもこの神明中に通う中学

生、生徒のことが第一になることは言うまでもございませんが、これを

踏まえた上で、例えば学びを通じて地域の拠点となるような学校づくり

を目指していきたい。新たな教育ビジョンでも、これからの学校を地域

における学びのプラットフォームにしていくんだという方向性もござ

いますが、今日は町会の皆さんも多数お見えですので、こういったこと

を踏まえた議論が皆さんとできるといいなと思ってございます。 

また一方で、学校をはじめとする区立施設の改築を含めた再編整備が

区の最優先の課題でございまして、学校施設に限らず、築後 60 年を迎

える区立施設もたくさんございます。学校でいいますと、本校とほぼ同

時並行で井の頭線沿いにございます西宮中学も近々検討懇談会を立ち

上げるわけでございますが、さらにその後も毎年１校から２校、学校の

改築を検討していかなければいけません。学校の改築には、１校約 40

億円ぐらいかかります。 

こういった状況の中で持続可能な学校の改築を進めていかなければ

ならないわけですが、こういったお話を昨年度、中瀬中学校の検討懇談

会でもさせていただきました。皆さんと未来の神明中に通う子どもたち

の笑顔を思い浮かべながら、新しい学校を創造していきたいと思ってご

ざいます。併せて、このような課題を含めて、皆さんと共有できればな

と思っているところでございます。 

いよいよ約１年にわたって、この懇談会で新しい神明中をどういうふ

うにしていこうか、どういう学校がいいかというご意見を皆さんからい

ただきたいと思います。長丁場になりますが、どうかよろしくお願いを

申し上げます。 

私からは以上でございます。 

教育施設計画

推進担当係長 

 それでは、事前に送付しました資料と、本日席にお配りしました資料

の確認をさせていただきます。 

（配布資料の確認） 

以上になりますが、お手元にない資料などございますでしょうか。も

しありましたら、事務局の者に声がけをいただければと思います。 

それでは、懇談会を進めるに当たりましてお願いがございます。 
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まず、会議は原則公開となります。会議資料や議事録要旨は原則公開

となりまして、後日、教育委員会のホームページで掲載いたします。会

議記録のため、録音・撮影させていただくことをご了承ください。また、

録音する関係で発言するときはマイクをお渡しいたしますので、よろし

くお願いいたします。 

１つ皆様にお諮りしたいのが、会議録につきまして発言者の氏名を伏

せた形で記録をしたいと思っておりますが、いかがでしょうか。よろし

いでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

ありがとうございます。それでは、会議録につきましては発言者のほ

うは委員という形で、名前は伏せた形で掲載したいと思います。 

続きまして、懇談会を傍聴したいと希望される方がいらっしゃる場合

は、基本的に認めることになっておりますので、あらかじめご了承願い

ます。傍聴者は発言ができませんので、ご了承願います。傍聴の方で質

問等ありましたら、懇談会終了後、担当に質問していただければと思い

ます。 

本日、事前のお問合わせで、２名の方が傍聴にいらっしゃると伺って

おります。 

また、資料については２回目以降も使用する場合が考えられますの

で、お手数ですが、懇談会開催時にはご持参ください。 

それでは、議事を進めさせていただきます。 

まず、今回、資料１で委員名簿をお配りしております。 

本日の出席状況ですが、２名からご欠席の連絡を頂いております。あ

と１名、まだお見えになっていないということです。 

本日は第１回目なので、顔合わせという意味で、まずお１人ずつ簡単

な自己紹介をお願いしたいと思います。 

 （委員自己紹介） 

教育施設計画

推進担当係長 

 ありがとうございます。 

引き続きまして、事務局及び関係職員になります。時間の都合もあ

りますので、こちらは名簿の裏面になりますが、学校整備課と営繕課

職員ということで、名簿でもって紹介させていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

続きまして次第の４番「進行役選任」ということで、本懇談会は学

校関係者、町会、自治会、学識経験者と様々な方面から委員としてお

集まりいただいてございます。議事の円滑な進行を担う役割として、
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どなたかに懇談会の進行役をお願いしたいと思います。 

今までほかの懇談会では、当該校の校長先生に行っていただいてお

ります。今回も神明中学校の校長先生に進行役を担っていただきたい

と考えておりますが、いかがでしょうか。 

（拍手） 

ありがとうございます。満場一致ということで、これから進行役は

校長先生にお願いしたいと思います。 

では、先生、真ん中のほうにずれていただいてお願いいたします。

ここからは校長先生に進行役をお願いいたします。 

進行役  どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、次第に沿って進行してまいります。なお、会の進行上、

質問などは本日の議題の最後に時間を取らせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

まず、次第の５「神明中学校の特色について」、神明中学校校長であ

る私からお話しいたします。資料３－１の「学校要覧」、資料３－２の

「学校経営方針」を御覧ください。 

先ほどもお話があったように、地域の皆さん、卒業生がとても多い

んですけれども、本校は今年度で 75 周年です。75 年になりました。

地域の皆様に支えられて、神明中が育てられたという思いを強く改め

て感じました。 

本校の教育目標は「創造・鍛錬・共生」です。考える力、いろんな

ことをつくり出す、これからの時代にとても必要な創造。そして、頑

張って勉強したりいろんなことに取り組んでいくためには、やはり心

身共に、体、体力、その他が強くなければいけません。鍛錬というこ

とも、とても大事だと思います。そして、これから共に生きていくた

めには共生、思いやりということもとっても大事かなと思っていま

す。創造・鍛錬・共生という教育目標のもと、日夜教職員、生徒と共

に、生徒の成長を願いながら頑張っています。 

そして何よりも、本校の生徒は校訓である「自主・自律」というこ

とを本当に意識しています。自分から進んで何かに取り組む、考えて

取り組む、そして行動する。最後には、自分で責任を持つ。「立つ」ほ

うではなくて、「律する」ほうですね。「自主・自律」ということで取

り組んでいます。 

経営方針の中にも、子どもたちの「自主・自律」を育てるための取

組をちりばめています。地域、教職員のことを考えて、本校の目指す
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学校像は「一人一人が輝く学校」ということで、私は４年目になるん

ですけれども、私が着任して以来、この学校像を目指して取り組んで

います。 

意味は「生徒・保護者・地域・教職員のすべての人たちが生き生き

と活動し、信頼され信頼できる学校を目指す」と。これは「杉並区教

育ビジョン 2022」が新しくなりましたけれども、「みんなのしあわせ

を創る杉並の教育」、みんなで支えていく、教え合う、そして次につな

げていく、この考え方と同じかなと思っています。 

したがって、これからも地域の人に支えられ、保護者の人に支えら

れ、支えられるばかりではなくて、学校としても教職員力を合わせて

生徒の育成に積極的に取り組んでいく。そういうことで、目指す学校

像を「一人一人が輝く学校」と設定しています。 

そして、本校の重点目標に関しては、１番にはまず地域を大事にし

たいということです。そして神明中を認めていただいて、信頼され

て、杉並区の中でも珍しいと思うんですけれども、５校の小学校から

基本的には神明中に来ています。先ほどからちょっとあったように、

杉並の特色ある教育ということで、学区域外の生徒も本校に希望する

ことができます。15 名なんですけれども。ただ 15 名に入らなくて、

残念ながら来られないという生徒もいます。 

改築、建て替えに入りますけれども、先ほども言ったように神明中

に行きたいなと地域の方が思えるような学校づくりを、引き続きこれ

からも頑張っていきたいと思っています。 

そのためには、先ほど言ったように「自主・自律」を前面に押し出

し、学習では考えさせる。そして、タブレットを使いながら分かる授

業を展開し子どもたちに考えさせる、課題解決をさせる、プレゼン能

力をつける。いろんなところで生徒たちがしっかり考えられて、発表

できる。自信を持って、これから卒業できる。そして、いろんな高

校、社会で通用する基本となるものを育てていきたいということで、

重点目標を設定しています。目指す学校像は先ほど言った創造・鍛

錬・共生に併せて、それぞれ経営方針の中にあるような生徒づくりを

目指しながら一応頑張っています。 

具体的にはそこに細かなことが書いてあるんですけれども、お読み

いただければ。時間の関係上、一つ一つの説明はなかなか難しいんで

すけれども、本校の大きな特徴は先ほどから何度も言っているとお

り、地域人材を活用できているということです。 
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これは杉並区の制度がそれぞれの中学校にあるんですけれども、学

校支援本部、そして学校運営協議会の方の協力により外部人材を活用

して、例えばチューター制。授業に入っていただいて、勉強の苦手な

生徒とかにもちょっとアドバイスをするチューター制。あるいはどう

も勉強の仕方が分からない、ここが分からないということに、放課後

に「神明塾」と称してフォローしていく。手厚いフォローというか、

そういうふうなことを地域人材を生かしながらやっているということ

も大きな特徴の１つです。 

そして、部活動もそうです。先ほど委員から話もありましたけれど

も、委員を中心に神明クラブということで、学校の部活動を教えてく

れる外部人材の人を探しまして、いろんな部活で現在外部指導員の方

を中心に、部活動も指導していただいています。バスケットボール

部、サッカー部、バトミントン部、あとは杉並区の部活動活性化とい

う事業も生かしながらやらせていただいています。そして文化部も、

吹奏楽部も手助けしていただいています。あと、美術部にも手助けを

していただいています。そういうふうに地域の方が本校に入り込ん

で、子どもたちを支えてくれているという大きな特徴があると思いま

す。 

いずれにしても、「みんなのしあわせを創る杉並の教育」は、本校と

しては「一人一人が輝く学校」をつくることであると考えています。

そのためには地域の力をお借りしながら、そして我々も積極的に頑張

りながら生徒の成長を支えていく。 

本校の生徒は、本当に自分でよく考えて発表できます。これはやは

り地域の小学校の取組を継続して、本校でいろんなことができている

おかげかなと思っています。 

これからはＩＣＴ、タブレットを活用しながらより分かりやすい授

業を展開し、さらに子どもたちに深く考えさせ、いろんなことを自分

で考えて発表できる、つくり出すことができる、そういうふうな生徒

を育てていきたいと思います。そしていろんな方とコミュニケーショ

ンをとりながら、しっかり議論ができる。社会でもしっかり自分の考

えを言うことができる。そういうふうな生徒を育てていければと思っ

ています。 

この改築、建て替えというのは、大変光栄なことと思っています。

繰り返しますけれども建て替え、改築に関してなかなか難しい教育環

境になるかも分かりませんけれども、継続して教育活動ができるよう
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にこの会で話し合っていただいて、そして地域から信頼できる神明中

を目指しながら、引き続きさらに高い目標を持ちながらやっていきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

ということで、神明中のことをお話しさせていただきました。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

それでは、次の議事に移ります。 

次第の６「神明中学校改築の概要について」、事務局から資料の説明

をお願いします。 

教育施設計画

推進担当係長 

 資料４を使って説明させていただきます。 

 まず表面の下側の１.改築に至る経緯ということで、神明中学校の状

況。こちらは主として、建物について記載をしています。 

 昭和 22 年に開校で、下荻中学校として桃二小の中に開設され、翌年

神明中学校と校名改称で、現在の場所に移ります。この前、学校支援

本部の方に神明中の記念誌をいただいたんですが、このとき学校に近

い生徒が土地を整備されたりとか、そういう記述があり、その頃から

いろいろな方が携わったんだなということが分かります。 

 昭和 34 年にこの体育館が建設され、２年後に一番古い校舎が建ち、

その後増築を繰り返しております。 

昭和 40 年にプールができまして、昭和 53 年に校庭側の鉄筋校舎が

できたような形になります。 

平成 21 年に校舎耐震補強工事を行っております。 

 改築計画の具体化としましては、昨年度、杉並区実行計画によりま

して改築事業が計画され、その際、神明中ＣＳに情報提供をさせてい

ただきました。今年度、懇談会を設置して、基本設計を策定する予定

です。 

 裏面をご覧ください。 

２番の神明中の概要ということで、まず生徒数・学級数の推移は令

和４年度、４月の速報値では 276 名の９学級。当面、９学級が継続と

いうような状況です。また、今後新しい推計が出ましたら、情報提供

をしてまいりたいと考えております。 

施設規模につきましては、御覧のとおりです。先ほど体育館が狭い

という話がありましたが、確かに少し小さ目なサイズとなっておりま

す。 

下のほうの３.杉並区立学校施設整備計画についてということで、参

考資料１、参考資料２の要約としてこちらのほうに記載させていただ
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きました。 

まず、杉並区の学校施設の状況としましては、区立小学校のうち、

築 50 年以上の建物を有する学校が 35 校で、全体の 55％になっており

ます。 

また、昭和 50 年代をピークに減少傾向にありました児童・生徒数は

近年増加傾向にございますが、中長期的な視点で見ると人口減少が予

想されておりまして、今後の改築に当たっては、生徒数の減少を見据

えた柔軟性のある施設づくりが求められているところです。 

今回、学びの場にとどまらず、地域コミュニティの核として学校施

設を活用することが求められております。今回の「杉並区教育ビジョ

ン 2022」でも、学びのプラットフォームという形で学校は位置付けら

れているところです。 

今後更新時期を迎える学校施設の老朽化に的確に対応するために、

施設の長寿命化あるいは長く使えるようにすることによって有効活用

していくことと、年度毎に平準化を図った改築計画が必要ということ

で、令和３年３月にこちらの計画が改訂されたものです。 

２枚目に行っていただきまして、学校施設の目指すべき姿というこ

とで、こちらは施設整備計画からの抜粋になります。 

まず（１）として将来を見据えた教育環境の確保ということで、５

点ございます。１点目は、安全・安心で、快適に過ごせる学習・生活

空間の整備。２点目が、多様な教育に対応できる学習環境の整備。３

点目が、地域の拠点となる開かれた学校づくり。４点目として、将来

転用可能な柔軟性のある施設づくり。５点目で、環境に優しい施設づ

くりということで、近年ＳＤＧｓなどの流れもありますのでそういっ

たことがあります。 

ただ、（２）としまして学校施設の標準規模ということで、改築規模

の見直しによる一定のスリム化への取組。近年、改築校の規模がかな

り大きくなることがありましたので、そのあたりの一定の見直しを行

ったところです。 

その一方で、地域の核になる施設ということですので、適切な施設

規模は確保する必要があるという点。 

３点目は学校ごとにプールを造っておりますが、そういった在り方

についても多方面から検討を反映したほうがいいのではないかという

ことを記載しているところです。 

４番目の改築検討における主な視点ということで、今回、神明中の
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改築に向けてになります。 

まず１点目が、将来の生徒数の変化を見込んだ施設づくりが必要に

なるというところです。 

２点目として、さらに防災機能の充実であるとか、地域に開かれた

学校づくりが必要になります。 

３点目は先ほど学校整備担当部長から話がありましたが、今後も年

１～２校ペースで改築が想定されますので、コスト面等を含む総合的

な視点での施設づくりが求められているところです。 

また、これまでの改築につきましては大体 50 年から 60 年を改築時

期としていましたが、これからは築 80 年を目指した長寿命化に基づく

改築にしていくというふうになっております。 

５番目は繰り返しになりますが、施設再編計画と学校施設整備計画

に「プールのあり方について、今後多方面から検討していく予定」と

いう記載がありますので、今回も検討は必要と考えております。 

次に、神明中につきましては校地が非常に不整形で、第一種低層住

居専用地域での建築基準では改築に制約があります。１枚目に戻って

いただいて、下のほうに図があります。「現校舎による日影規制の概ね

の不適格イメージ」ということで、当時は法律を満たしていました

が、建築基準法が法改正されていくなかで、現在の基準では不適格と

いうことになっています。今の校舎、南側に４階建てがありますが、

同じ位置で同じ高さのものを建てることはできないというイメージ図

をこちらに描いてございます。 

資料を戻っていただきまして２ページ目の一番下になります。懇談

会での皆様のご意見を踏まえた上で、今後改築の検討を進めていきた

いというところでございます。 

２ページ目の最後です。懇談会の開催予定ということで、本日は第

１回目。第２回目は、６月に改築基本方針の話をする予定です。こち

らは改築に当たってのコンセプトなど、皆様からご意見を頂くように

なります。 

第３回は施設見学ということで、現在、夏休み中の期間で調整をさ

せていただいているところですが、コロナの状況などもあって、受入

れ先等の課題もありますので、またこちらについては随時情報提供さ

せていただければと思います。 

第４回以降、改築基本方針と校舎配置ということで、校舎配置の議

論というのは敷地のどの位置に校舎を配置したらいいかというような
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ことについて、皆さんからご意見を頂く形になります。その際、工事

工程案についてもお話をさせていただく予定です。 

第６回ぐらいから、配置が決まると平面計画といって、何階にどう

いった部屋を設けたらいいかというようなお話を２回程度でしていく

ことになります。 

ある程度まとまった段階で、地域の方と保護者の方それぞれに中間

の検討状況についてご説明をさせていただきます。保護者につきまし

ては、保護者会にお邪魔させていただくのか、説明会のような形でさ

せていただくかは学校と相談した上で、進めていただきたいと考えて

おります。 

第８回以降は懇談会のまとめ骨子、第９回に懇談会まとめというこ

とで、基本設計がまとまる形になります。 

今回、改築懇談会に当たりまして、設計事務所も入って進めてまい

ります。現在入札中ですので、決まり次第懇談会に参加させていただ

きますのでご了承願います。５月中旬から下旬に決まると伺っている

ところです。 

最後６番目の改築想定スケジュールということで、まず今年度、４

年度に基本設計と言って、校舎配置や平面計画等といったことを行い

ます。それに並行して、測量・地盤調査などを行います。 

５年度になりますと、実施設計と言って、詳細な設計を進めていき

ます。必要があれば仮設校舎建設、あと建物解体工事が５年度末ぐら

いから始まりまして、大体６年度の後半ぐらいから新校舎の建設が２

年程度となっております。その後、環境整備工事といいまして、校庭

等の整備工事が入ります。 

ただし、この想定スケジュールはこれまでの改築校の一般的なスケ

ジュールですので、敷地条件や校舎配置プラン、工事範囲などによっ

て工期は変更いたします。その辺は議論を進めていく中で、随時情報

提供させていただきたいと考えております。 

資料の説明は以上です。 

進行役  事務局から、区として改築における基本的な考え方や、懇談会の予

定などについて説明がありました。 

本日の資料について、感想や質問などを委員の皆様から頂ければと

思います。本日は簡潔に、お一言ずつとさせていただきます。そのた

め、十分ご発言できなかった部分につきましては、席上に配付のご感

想シートにご記入の上、事務局へご提出ください。後日、事務局から



‐12‐ 

皆さんに共有できるようにしたいと思います。 

皆様からお一言ずつ頂きたいのですが、校舎改築検討懇談会ですの

で、生徒たちが過ごしていく学校の改築に限定させていただきます。

よろしくお願いいたします。特にないようでしたら、「特にありませ

ん」ということでも結構です。 

では、席順に沿って、学識の先生には最後にご講評いただきますの

で、委員から時計回りということでお願いいたします。 

委員  よろしくお願いします。検討懇談会ということでいろいろご説明が

ありましたが、本当に楽しみにこれからの懇談会に参加させていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

委員 これから話を重ねて、皆さんとよりよい学校をつくっていけたらい

いなと思っています。 

委員  実際にこの校舎を使っている子どもたちが、今の学校についてどう思

っているのかというのを少し聞きたいなと思いました。以上です。 

委員  私もとても改築が楽しみになりましたので、これからも参加させてい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

委員  これから話を煮詰めていくので今の段階では特にないですが、不適合

の校舎が建てられない場所があるということで、どこにどう建てて、学

びの場も確保しながらというと難しいなと思っているので、この場でい

ろいろ検討できればと思います。 

委員 現段階では特にございません。 

委員 大きな意見というのはないですけれども、「改築検討における主な視

点」の中で、生徒数の変化とか防災機能の充実ということが書かれてい

ます。例えば区として、将来の生徒数の変化をどう見ているのかという

のをお伺いしたいなと思いました。 

それから、防災機能の充実は言葉の上では何となく分かるのですけれ

ども、具体的にどういうことを意識した上でこういうことが定義されて

いるのかを知りたいと思いました。 

以上です。 

進行役  ありがとうございます。 

それでは、事務局のほうでご回答をお願いできますか。 

教育施設計画

推進担当係長 

 ご質問ありがとうございます。 

 生徒数の変化につきましては、参考資料２の９ページを御覧くださ

い。上のほうは小中学校の児童・生徒数の推移と推計ということで、今、

令和４年度なので、少しずつ増えているような状況で推計が出ていま
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す。令和９年頃をピークに、令和 12 年頃まで微増程度ということで推

計としては出ています。 

 その後、下の段になるんですが、黄緑色の棒グラフが年少人口という

ことで、徐々に減っていくということが将来人口推計からは出ていると

ころになります。 

 今から 10 年後ぐらいまでは学務課で生徒数の推計を出しているとこ

ろですが、今出ているところでは、直近 10 年ぐらいですと９クラス前

後は維持されているというような推計を頂いているところです。推計に

ついては以上です。 

 防災機能の充実という点につきましては、同じ参考資料２の 15 ペー

ジを御覧ください。「地域の拠点となる開かれた学校づくり」の【事例】

の黒点２個目に、防災の拠点（避難所）としての機能強化ということで、

まず校舎の耐震性能の向上、あと非常用電源の確保、マンホールトイレ

の整備、防災備蓄倉庫の整備等ということで記載があります。 

 今マンホールトイレですと、敷地内に大体５～10 程度設けておりま

す。あと非常用電源の確保ということで、全教室ではないですけれども、

主要な部屋は 72 時間程度使える規模の非常用電源を確保したり、あと

太陽光発電なども設置しまして、省エネ部分で防災拠点としての機能強

化を図っているというところになります。以上です。 

学校整備担当

部長 

 防災について、補足させてもらいます。 

今、係長が言ったように、これからの防災に向けて備えなければいけ

ないものをしっかりつけていくことは当然なんですけれども、せっかく

学校を新しくゼロからつくるわけですから、使いやすい構造にしなくて

はいけません。 

例えば体育館に逃げ込んできたときに、いろんな設備や倉庫が近くに

あるだとか、ゼロからつくるからどういう防災機能を備えていけばいい

のかということを多角的に考えられるわけなので、そこはぜひ皆さんか

らもお知恵を頂きたいと思っています。 

それから、南荻窪の地域に求められ防災は何なのか。例えば高円寺と

ここでは全然違うと思うんですよ。そういったことも皆さんからいろい

ろと議論いただきながら、進めていくべきではないかと思っています。 

進行役  委員、よろしいでしょうか。 

委員  結構です。ありがとうございます。 

進行役  それでは、委員、お願いします。 

委員  私は仕事柄、幾つか学校を回っているんですが、10 数校を今年も回



‐14‐ 

ってきました。実際に学校の資が高まってくると、児童数、生徒数が増

えている学校が多いです。 

それがどういう状況を起こしているかというと、新しい学校などは、

オープンスペースを教室化する、今まで共用で使っていたところを教室

化する。そこを新しい教室にしたり、今、学校では少人数授業をやって

いますが、少人数授業をやる教室を一般教室化する。つまり、児童・生

徒数が減少するという方面だけではなくて、学校の立場からすると、学

校教育の質が高まれば児童・生徒数は増えるという選択も、可能性もあ

るということです。 

こういったことに関連して、例えばこの地域の中での拠点となる学校

とすれば、まちの方たちとの関わり合いが常に保たれるような学校をつ

くると、複合施設とは言わないですけれども、それに近いようなまちの

方と共用できるスペースがあってもおかしくないと思います。 

こういったときの大きなプラン、築 80 年というから 80 年も先のこ

とは分からないけれども、少なくともここ 10 年、20 年に向けての弾力

的な計画の可能性というのはおありなんでしょうか。以上です。 

進行役  事務局、お願いします。 

学校整備担当

課長 

 これまで特に小学校でオープンスペースの学校、いわゆる従来の片廊

下式の学校建築からオープンスペースを取り入れたもの、新しくはない

のですけれども、従来のものに比べて新しい学校建築というのをずっと

ここのところ採用してきましたが、改築において減っていた児童・生徒

数が逆に増えてくると。それは改築校だけではなくて、広く見てみると、

全般的にここでまた児童・生徒数が増えてきているんですね。 

それに対応するようにオープンスペースを教室にしたり、共用教室だ

ったところを教室にして対応してきたんですけれども、それでも賄い切

れないぐらい多くの児童が集まってきている学校もあります。 

そういうことに対応できるように柔軟性のある施設づくりというこ

とで、具体的にいいますと多目的室、教室２室で１室ぐらいのところで

ふだんは大きく使っているけれども、子どもたちが増えたらそこを教室

にしていくかと、すごく長期に見ると、20 年、30 年、子どもがさらに

減ったときには、またそういうところを地域で使える共用のスペースに

したりとか、そこが柔軟性のある施設づくりということなんですけれど

も、そういうことで 50 年、70 年、80 年の使用に耐え得る施設づくりを

していこうという考え方です。 

進行役  よろしいですか。 
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委員  ありがとうございます。 

進行役  それでは、委員、お願いします。 

委員  一番気になるのは、校地の形に伴った制限がいろいろあるということ

で、こちらの思い描くような校舎が建てられるのかなということだけが

ちょっと不安です。 

学校整備担当

課長 

 これも先ほどの資料４の１枚目のところを見ていただくと、校地がち

ょうど長靴のようになっています。特に４階建ての校舎が建っていると

ころは、北側が神社とはいえ、これは普通隣地と同じで、そこには日影

規制が現在かかっておりますから、ピンク色のところは日影が不適格な

ところなんですね。こういうピンクの部分が発生しないような高さとか

配置にしなければいけませんので、イメージとしていうと、校舎４階と

書いてあるあたりは通常でいえば２階建てぐらい、あるいは 2.5 階ぐら

いの高さしか建てられません。 

一方で、建て替え中に、学校運営を適切にやっていかなければいけな

い。そこで大きな支障のあるような学校運営はできませんから、校庭の

ところにプレハブを造るのか、どういうふうに建て替え部分と学校運営

の部分をうまく調整していくかとか、ここが本当に一番大きな課題の１

つと思っています。そこは皆さんと話し合いながら、どのぐらいのとこ

ろで折り合いをつけるかということが大きな課題かなと思っています。 

進行役  よろしいでしょうか。 

 では、委員、お願いします。 

委員  私が一番興味があるのは、特に神明中学校の共生という教育目標のと

ころだと思います。先生と生徒さんの安心・安全とかは割と絡むテーマ

なのかなと思うんですけれども、地域人材が入ってきたり多様な人が入

ってくる中で、生徒さんたちとか学校運営というか、授業とのバランス

のとり方みたいなものがハードの面からもできたらいいと思います。 

そういうところのアイデアというか、区としてはこうしていきたいみ

たいなものがあるのでしょうか。 

学校整備担当

課長 

 まさに地域に開かれた学校づくりということで、ハードの面できっち

り分かれるのが安全で明確でいいという考え方と、一方でせっかく地域

に開かれるんだから、もっとお互いが行ったり来たりできる緩やかな形

がいいという両方の考え方があります。 

ただ一方で、何か大きな事故とか事件があるとやっぱりもっとガード

を固くということで、それが行き過ぎるとせっかく地域に開かれた学校

が開かれなくなる。 



‐16‐ 

そこの難しさというのがどうしてもせめぎ合いになりますので、これ

も今後皆さんと意見を交わしながら、どの程度のところでどういうつく

りがいいのかというのを導いていけたらいいのかなと思っています。 

進行役  よろしいですか。 

それでは、委員、お願いします。 

委員  中長期的には、学校が教育だけのためにあるのはなかなか難しいと思

います。要するにサステナブルとか、予算のこともありますよね。 

１つは防災という話が出ましたけれども、例えば最近知ったんです

が、核シェルターが日本にはほとんどなくて、世界にはあります。スイ

スはほとんど 100％の人が退避できる核シェルターを持っている。アメ

リカでも 80％ぐらい。それに対して、日本はあまりにも防災とか、そう

いうものに対して準備がされていない。核シェルターは日本では非現実

的かもしれませんけれども、いつ地震が来てもおかしくないわけです。

そういうことにも対応できる学校にしていただければと思います。 

繰り返しになりますけれども、やはりある意味で多目的な必要があるの

かと思います。 

それで、１つ質問です。「プールのあり方について、今後多方面から

検討」とありますけれども、これはやはり敷地の関係でプールを造れな

いということが頭にあるからということでしょうか。 

進行役  事務局、お願いします。 

学校整備担当

課長 

 プールにつきましては、今この神明中でどうこうというよりも、整備

計画あるいは再編計画の中で取り上げているのは、近年 23 区でもそう

ですし、都内隣接の市部でも、あるいは全国的に見ても、プール授業を

公営の温水プールだったり、民間の温水プールを利用してやるケースが

あります。 

それには大きく言って、２つぐらいの動機があり、プールが老朽化し

て建て替えるコスト。建て替えても、プールは、夏の２か月間ぐらいし

か使わない。もう１つは、プールの水質だとかプール管理が結構教職員

の皆さんの負担になっていること。あるいは温暖化で、猛暑で、夏の暑

いときに暑過ぎて、水温と気温が高過ぎてなかなかできない。 

そういったところで温水プールを利用してやっていこうという中で

は、プールをあえて造らなくてもいいのではないか、ほかに転換しても

いいんじゃないか、と。 

この神明中に当てはめると、例えば先ほどから出ているこの体育館

は、普通の中学校でいうと、最近の学校は大体 1.5 倍ぐらい広いんです
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ね。ここに 1.5 倍の体育館を造ろうとすると、プールがそこに入らな

い。そうするとそのプールをどこに造るのか、あるいは場合によっては

どこかでできたほうが学校としては総合的にいいのかとか、そういう検

討をやはり皆さんとお話し合いしていきたいと思います。 

進行役  よろしいでしょうか。 

それでは、委員、お願いします。 

委員  皆さんのお話を聞いていると、話し合うことがすごくいっぱいあるん

だなと思いまして、１年で建て直しをするんだなという感想です。 

私としては、障害があるお子さんのためにもバリアフリー化を進めて

いただけたらうれしいと思います。 

進行役  今のはよろしいですか。 

学校整備担当

課長 

 学校施設整備計画の 15 ページのちょうど真ん中ぐらいのところに、

ユニバーサルデザインに配慮した施設づくりということで、設備面でい

うと多機能トイレだとかスロープ、手すり、エレベーターの設置は標準

になっています。 

少し前までは校舎内に１つ多機能トイレがあればというところだっ

たんですけれども、特に最近ではやはりバリアフリー法の強化などもあ

って、もっと校舎の棟ごとに２つだとか、あるいは（多機能トイレを設

ける）階数も少し増やすとか、そういった機能強化も進めているところ

ですので、そういったお考えに少しずも近づけたらいいと思っていま

す。 

委員  よろしくお願いします。 

進行役  よろしいでしょうか。 

では、委員、お願いします。 

委員  改築となると、どうしても新しい学校のほうに目が行くと思うんです

けれども、工事中の中でもせっかく神明中を選んでくれた生徒さんや保

護者の方に、ぜひご不自由のないように過ごしていただきたいと思いま

す。 

給食の問題だとか改築中の運動場、クラブ活動とか、どのようなお考

えがあるかをお聞きしたいです。 

進行役  それでは、事務局、お願いいたします。 

学校設備担当

部長 

 ありがとうございます。どうしてもこういう改築検討懇談会を開く

と、やっぱり 10 年先、20 年先、50 年先の子どものことというふうに目

が行くんです。それは当然なんです。 

 けれども、今、委員がおっしゃったように、改築にぶつかった子ども
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たちの３年間って、本当に言うと、それで終わりになってしまうのです

ね。唯一無二なんですよ。そういった本当にぶつかってしまった子ども

たちのことを、10 年先、20 年先の子どもと同じように考えていくべき

だと思っています。 

ただ、どうしても校庭に仮設を建てたり、今、中瀬中もそうなんです

けれども、これから建てるんです。やっぱりスポーツできるスペースが、

特に中学生ですから少なくなったとか、音もするとか、そういったこと

のハンディをなるべく感じさせないようにしたいと考えております。 

例えば校庭でいえば、ちょうど中瀬中はこれから校庭が少なくなって

しまうので、近くの小学校の校庭を借りたりとか、そういった代替の校

庭についての工面をしっかりと教育委員会でさせていただくとか、でき

る限りハンディのないようにしていきたいと。工事になっても、この神

明を選んでくれた親御さんの期待に応えなければいけないという思い

で、今はいるところです。よろしいでしょうか。 

進行役  よろしいですか。 

 それでは、委員、お願いします。 

委員 ご説明いただいた内容について、特に今現在、質問等はありません。 

委員  校舎の解体、それから新しく建てるとなりますと、騒音、振動が結構

地域の皆さんのご迷惑になるかと思います。そういうところを配慮した

解体、特に基礎工事には気をつけていただければと思います。 

委員  校舎が新しくなると生徒が増えるということもありますので、少し余

裕を持って皆さんが使えるようにというのは、荻窪小学校で散々見てい

ますので、そんなところを考えていったらいいかなと思います。 

それから、プレハブで校庭に仮校舎を造り、生徒が全部入れるだけの

ものが、校庭で大丈夫なんですよね。それで一旦ここの今の古い建物を

全部壊すということですよね。そうすると、本当に遊ぶところというか、

校庭がなくなるわけですから、そこら辺はやはり近隣で借りられると

か、ちょっと考えていかないと子どもたちがかわいそうかなと思いま

す。 

進行役  どうでしょうか、今のご意見は。 

教育施設計画

推進担当係長 

 ご意見ありがとうございます。 

第４回以降、校舎の配置を検討する際に工事中どういう仮設計画なの

かを皆様に提示して、ご意見を頂きながら進めていきたいと考えており

ます。その中で収まらないということがあれば、何らか考えるというこ

とになるかと思います。 
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以上です。 

進行役  よろしいですか。 

では、委員、お願いします。 

委員  今までほかの学校でもいろいろ新校舎を建てられて、すごくよかった

面と、こういうところはこうしたらよかったなという面がいっぱい出て

いると思います。そういうことがちゃんと生かされて、地域の特別支援

児たちも地域の中で育っていけるような配慮がされている学校になっ

ていってくれればいいなと思っています。 

あと便利な物がいっぱいできているので、あまり便利過ぎない、それ

が使えなくなったときもちゃんと機能するような学校になってくれれ

ばいいなと思います。 

進行役  ありがとうございます。 

委員  今のところ、特にありません。 

進行役  よろしいですか。 

委員  はい、結構です。 

進行役  委員、お願いします。 

委員  特に今日の説明で質問ということではありませんが、今まで皆さんの

お話を聞いていたとおり、やはり神明は皆さんご存じのとおり面白い形

をしております。 

これがまた第一種低層住居専用地域でもあるということや、プールの

考え方ですね。それをどうやって皆さんでまとめていくかということを

今日再認識させていただきました。 

 町会としては、やはり建て直しとなると、周りに住んでいる地域の皆

様にかなりご迷惑をおかけするというのは事実ございます。その辺りの

周知についてに関しましては、今、書面でのアンケートで書かせていた

だいて返答を頂きたいと思っておりますので、今回は結構です。 

委員  これについては町内会なものですから、町内会から学校を見るという

格好になると思います。学校というのは、どちらかというと子どもがい

るうちは学校なんだけれども、子どもが卒業するとほとんど関係なくな

っちゃうという関係の地域だと思います。ですから、さきほど校長もお

っしゃいましたが、地域とのコミュニケーションとしてはなかなか難し

いんですね。一部の方は学校支援本部で関わっていらっしゃいますけれ

ども、ほとんどの方は学校なんて子どもが卒業したら、あとはほとんど

分からない状態。 

 そういう中で「地域とのコミュニケーションを」とおっしゃっていた
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だいていますので、桃二小学校の新しい校舎には外部から出入りできる

教室があるんですよね。これはとても使いやすいということで、そんな

ふうなこともあるし、あるいは荻窪小学校の防災倉庫は地下にあって、

ここからどうやって物を上げるんだというようなこともあるので、その

辺も含めてお考えいただければと思います。 

 それから、以前、防災訓練のときに、レスキュー隊に参加していただ

いて具体的な防災訓練をやったんですね。そういう行動こそが、子ども

たちと地域とが触れ合う場所だと思います。建屋だけの問題ではなくて

やっぱり運営だと思います。 

回答は要りませんから、そういうふうなものを考えていただける学校

であればいいなと思っています。 

進行役  ありがとうございます。 

委員  今、委員からお話がありましたが、私もその意見でいろいろやってい

ただければと思っております。 

 ただ工事中の生徒さんの負担、それから仮設校舎等建ててやるのかど

うかということなんですけれども、１つの私の考えとしては、いま若杉

小学校が廃校になりまして、空いているはずなんですね。そこを利用さ

せていただいて、通学には生徒さんたちの負担がちょっとあるかもしれ

ませんけれども、それで一気に建てるという考えがあってもいいんじゃ

ないかと思っております。ぜひそういうところも考えていただきたいと

思います。以上です。 

進行役  事務局からよろしいですか。 

学校整備担当

課長 

 先ほどの改築資料の１枚目のところを見ていただくと、校庭の部分が

あって、仮設のプレハブを建てるとするとここだけれども、工事で大体

今までの校舎よりも大きくなるのが普通なので、この校庭の部分全部を

プレハブに使うわけにもいかないのが現状です。その中で、教育環境を

できるだけ損なわないようにしっかりしたものをとなると、それは難し

い。先ほども申し上げましたけれども、本当にそこが難しさの大きなと

ころです。 

 一方で、今ご提案があったようなどこか近傍に、学校運営に支障がな

いところでここがというのがあれば、おっしゃるとおり本当に一気に建

て替えて、短期でいいつくりができるかなと思うんですけれども、なか

なかそこは用地の問題だとか、ご提案があったところも現状、廃校にな

ったけれども、まだ保育園で使っているんですね。なので、そういうこ

とも含めて、何か可能性があったらぜひ検討できればと思います。 
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委員  桃井第二小学校の建て替えのときに、若杉小学校のプールを利用させ

ていただいたんですね。 

学校整備担当

課長 

 そうですね。プールは学校のプレハブから通って使いましたね。そう

いったこともあるかと思います。 

進行役  よろしいですか。 

 それでは、委員、お願いします。 

委員  お世話になります。私の率直な感想だけで、特に質問はないのですが、

桃井第二小学校の新しい校舎で、支援本部等でお世話になっておりま

す。そこでもいろんなことが出来上ってから起こることがあるので、こ

れから神明中も校舎配置のことをみんなで一生懸命考えて決めるんで

すけれども、いろんなことが起きてくるなというのは、施設的なことは

思います。 

 先ほどプールのお話もありましたが、屋上の一番高いところに造った

プールに予想だにしないカモが来たとか、いろんなことがあるようなの

で、ほかの施設的なことも水はけとか、いろんなことも出てくると思い

ますが、それは工事の方のほうにお願いすると思います。 

 また、子どもたちは非常に順応性が高いので改築中も元気で、またき

れいになっても元気で、みんなやっていくと思って、年をとった私たち

のほうがついていけないだけで、子どもたちは元気に過ごしてくれれば

何よりだなと思っています。これからもよろしくお願いします。 

進行役  ありがとうございます。 

 それでは、先生、お願いします。 

委員  感想的なことになるかと思いますけれども、改築を非常に楽しみにし

ているという声が何名かの方からありました。私も非常に楽しみにして

いるところがあります。 

 学校改築というのは、将来に向かっての夢とか希望とか、なるべくよ

りよい形でということがメインになってくるので、そういうわくわく感

もあるんですけれども、一方でいろんな制約や条件がつくのも当然のこ

とです。その中でどういうふうに折り合いをつけていくのかということ

が、この懇談会の中の役割かと思います。 

 そうしたことを踏まえながらでも、それぞれの委員の方々の夢だとか

希望をどんどん語っていただいたり、あるいは懸念しているようなこと

を率直に出し合って議論していくことが、結果的にいい学校づくりにつ

ながると思います。 

 先ほど核シェルターという話が出て、私も一瞬「えっ？」と思ったん



‐22‐ 

ですけれども、今の例えば世界情勢ですとか、昨今の大変な自然災害等

を考えると、地域の方々の身の安全ということもそうですし、学校にい

る子どもたちの安全をどういうふうに確保していくのかという観点か

ら、決して非現実的なことではなくて、いろいろ検討していく要素はあ

るのではないかと感じました。 

 それからプールのこと、この敷地が非常に変形でということも、これ

からの議論の中で難しい条件の１つになっていくのかなと思います。

「プールのあり方について多方面から検討」と出ているということは、

プール設置の有無を含めてということかなと私は理解しているところ

ですけれども、その辺も含めて今後率直にいろんな意見を出しながら、

よりよい方向を探っていければいいのかなと感じました。以上です。 

進行役  ありがとうございます。 

 それでは、先生、お願いします。 

委員  皆さんから大変貴重な思いや問題点、質問、コメント、本当に夢と問

題点と両方かなり出てきたと思うんですね。 

私はちゃんと訪ねて拝見するのは初めてなんですが、事務局からご説

明を受けて来たんですけれども、このプラン、配置とか立地とか、この

図を拝見してもあるいは現地を訪ねても、このような変則的な学校は初

めて見ました。全国でも非常に貴重な例じゃないかと思います。だから

こそ難しい。本当に難しそうです。 

もう１つ、特徴の１つは神社とくっついているというか、隣り合わせ

になっている。これは恐らく必然性というか、ここに意味があるんだろ

うと思うんですね。これはメリットにもなるんじゃないかと。 

実は、私は杉二の改築懇談会に入っていたわけですが、あそこも目の

前に熊野神社がありまして、杉並第一小学校は阿佐ヶ谷神明の近くにあ

って、いずれも意味があるんだと思います。つまり杉並第一小学校は阿

佐ヶ谷神明の近くに大地主さんがいらっしゃって、杉並区の中世からの

中心なんですよね。そこに結果的に駅もできるんですけれども、その土

地を多分いい形で公共側が取得して、小学校をつくられたんだと思いま

す。だから、精神的にも歴史的にもまさに杉並の中心なんですね。杉二

も第二小学校なので非常に価値のあるところで、台地の上に、発掘で縄

文の遺跡も出てきたんですね。 

ここも名門神明中学なので、何かそういう歴史的背景とか文化的コン

テクストがあって、ここに中学校が開設され、こういう校舎、敷地がで

きていったと思います。だから、いろんな経緯で複雑なこういう敷地に
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なっていると。このデメリット、だけどメリットもあるので、大いに生

かしたらすごくユニークな学校にもう１回つくり直せるんじゃないか

ということを感じました。 

確かにこの厳しい状況で、北側に日影を落とせないということですか

ら、校舎の４階のところは建て替えが低層にならざるを得ないとか、あ

るいは今空いているところに目いっぱい新しい校舎を建てるとか、仮設

校舎は本当に造りにくい。その段取りというか、建て替えのプログラム

が本当に難しい中で、知恵を発揮する必要があると。だけど、これは知

恵の発揮のしようがいろいろあると思います。 

問題は、さっき空いている小学校があるので、いっそのことそこへ仮

設として全部移してしまうことはできないかというようなアイデアも

ありました。あと皆さんご心配の中で、校庭がなくなっちゃうというの

は子どもたちにとっては命取りになるんですよね。 

杉二の場合は６年間通う学校なので、まだ残り３年はエンジョイでき

るということがあるけれども、ここは３年もろにかぶった場合はその期

間が犠牲になっちゃうので、本当に真剣にこの問題は考えないといけな

いと思います。 

ほかの小学校や中学校の校庭を借りるとか、あるいは公立のいろんな

施設のオープンスペースを借りるとか、何とか工夫して、いい形にして

ほしいということですね。 

それと皆さんのご意見の中にいっぱいありましたけれども、地域との

つながりがもともと神明中学校のいろんな意味での財産である、実績で

あるというすばらしいお話を校長先生からも伺いました。本当に開いて

いくのか、だけどセキュリティーの問題をどうするのかというのは、こ

れまた本当に知恵の出しようで、いろんな意味で今まで実現されている

杉並区、東京、全国あるいは世界でもいいかもしれないですが、そうい

う事例をやはり学ぶということが非常に重要です。この際、みんなで学

び合うというようなプログラムをどうやってこの懇談会でセットして

いくかというのは、大変重要だと思います。見学会が想定されています

が、この点もぜひお考えいただきたいと思います。 

それから、子どもの声を聞きたいというのは非常にすてきなお話です

けれども、先生方の声、実際に教えていらっしゃる先生方がどう思われ

ているのかということも非常に重要です。杉二の場合は大分聞きました

よね。今回どういうふうにそれがこの懇談会で組み込まれているのかと

いうのも、重要なポイントかと思います。 
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それから、委員から大変重要なことを伺ったような気がします。便利

過ぎないというのは、非常に重要かと思います。つまり、今の価値観だ

けで便利だったり効率がよいと考えて造ると、すぐ行き詰まる。生徒数

が減るのか増えるのかということもそうだし、設備の関係でもどんどん

革新されていくことにどう応じるかと。 

翻って欧米、アメリカも含めて、小学校、中学校で古い建物を使って

いる例は多いんですよね。何百年も前の建物はイタリア、フランスでは

当たり前。イギリスでもそうだと思いますが、使っているわけですね。

価値があるんですよ。格好いいんです。いつの時代にも快適に、創造的

に使っておられる。そういう姿勢がこれから日本の中で重要じゃないか

と思うので、今の価値観だけで便利だとか効率がいいというのは、逆に

魅力がなくなるんじゃないかというふうに思います。発想の転換が必要

かと思います。 

核シェルターの話がありましたけれども、確かに防災は非常に重要

で、東京都にとって、日本の都市にとって最大の問題なので、これも真

剣に大きなテーマだと。その場合、隣に神社があるというのも緑地帯が

あるので。神社というのは日本の行政の中でどういうふうに扱うか、非

常に難しい問題かもしれないんですけれども、緑とか環境とかオープン

スペースということになると非常に重要です。木がたくさんあることに

よって延焼が避けられるという面もあるわけですし、そこも含めて総合

的に検討する必要があると思います。 

それとこの土地の価値、魅力というのを皆さんで勉強し合うと。この

土地の歴史を子どもたちと一緒に学び合う。改築というのは子どもが学

ぶ非常に重要なモーメントであるということも、前向きの要素の１つか

なと思います。以上です。 

進行役  ありがとうございます。 

 委員の皆様からご意見を頂くことができました。ありがとうございま

す。 

 それでは、次に次第７の「懇談会ニュースの発行について」、事務局

から資料の説明をしてください。 

教育施設計画

推進担当係長 

 参考資料３の「中瀬中学校校舎改築ニュース」を御覧ください。 

これまで改築校では、改築に当たりまして近隣住民や保護者の方にこ

ういったニュースを配付して、情報提供を行っております。中瀬中にお

いては令和２年、令和３年度にニュースを４回発行しております。本懇

談会においても節目節目に随時発行して、情報提供してまいりたいと考
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えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

進行役  それでは、事務局から連絡事項をお願いします。 

教育施設計画

推進担当係長 

 長い時間、ご議論をありがとうございます。第１回ですけれども、本

当に示唆的なご意見をいただきましたので、今後反映していきたいと思

います。 

 事務連絡ですが、４点あります。 

 まず１点目が、本日の会議録についてです。主に１か月程度をめどに、

皆様に議事録の案をお送りいたしますので、ご確認いただいて、修正が

あればご連絡をお願いいたします。懇談会の資料と議事録については、

先ほど申し上げましたが、教育委員会のホームページに掲載してまいり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 ２点目が、机上に配付させていただきましたご感想シート、アンケー

トについてです。表のご感想シートについては、今日一言ずつ皆様から

お話しいただきましたが、十分な時間が設けられませんでしたので、そ

の部分について何かほかにお伝えしたいことがありましたら、ご記入を

お願いいたします。 

 裏面のアンケートについてご説明いたします。第２回では、神明中学

校の改築基本方針についてご意見を頂く予定です。改築基本方針です

が、委員の皆様を含めて改築についての共通イメージを共有していくた

めに作成しておりまして、設計の概略になります基本設計に生かしてい

きます。こちらのアンケートですが、改築基本方針の参考とさせていた

だきますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 なお、改築基本方針というのはどういうものかというところですが、

先ほどご説明させていただいた参考資料３の中瀬中の懇談会ニュース

の中ほどに「改築基本方針（たたき台）」というものがありまして、こ

ういったものを作る予定ですのでご参照いただけると幸いです。 

 もし懇談会中に既に記載が終わった方については、後ほど入り口で係

員のほうにお渡しください。記載が終わらなかった場合は、机上におい

てあります返信用封筒に入れていただいて、５月 24 日までに返信をお

願いいたします。お手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします。 

 ３点目です。第２回の懇談会の日程なんですが、今候補としましては

事前の調整で、６月 24 日（金）の午後ということで調整させていただ

いているところです。こちらは決まりましたら、改めて通知を送らせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 
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 第３回については、今のところ７月 22 日か７月 25 日で調整してい

るところなんですが、先方の受け入れが可能かどうか等もありますの

で、こちらについては改めてご連絡させていただきます。 

 最後になりますが、事前に通知した口座振替依頼書を入り口でお渡し

いただいている方もいらっしゃいますが、もしまだお持ちの方がいらっ

しゃいましたら係のほうにお渡しください。お忘れになった方は、机上

に配付した返信用封筒でお送りいただければと思います。 

 何かご質問等があればお願いします。 

委員  次回等もここでよろしいですか。 

教育施設計画

推進担当係長 

 次回も今のところはこちら、神明中の体育館で予定しているところで

す。また改めて、場所については通知に記載させていただきます。 

委員  時間も同じですか。 

教育施設計画

推進担当係長 

 時間は午後２時から４時を予定しております。 

６月 24 日（金）の２時から４時。 

進行役  ほかにご質問等はありませんでしょうか。よろしいですか。 

 連絡は以上でよろしいですか。 

教育施設計画

推進担当係長 

 以上です。 

進行役 最後に、閉会に当たり、学校整備担当部長よりご挨拶があります。 

学校整備担当

部長 

 皆さん、本日は大変熱いご議論を誠にありがとうございました。ちょ

うど 13 年前ぐらいでしたか、私はまだ課長でしたけれども、この体育

館で皆さんのエネルギーを感じました。そのときを思い出しますね。本

当にこの神明中をよくしたい、神明中の子どもたちのことをしっかりと

考えていらっしゃって、それが今日のご意見にたくさん出ていたなと思

っています。 

 基本方針の主なコンセプトがもうかなり出ているなと思っていまし

て、今日戻ったら、録音していますからもう一度聞いてみて、今日のご

意見、あるいはこの後いただける紙でもいろいろ書いていただけると思

いますので、その辺も含めてしっかりまとめて６月 24 日、次回に臨ん

でいきたいと思ってございます。 

 本当にいい学校ができるなという思いで、今はいっぱいでございま

す。これからもどうかよろしくお願いをいたします。私からは以上です。 

進行役  それでは、本日はこれで閉会といたします。 

ありがとうございました。 

 


